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「感知日本―生活の中の日本のエレメント」 

上海外国語大学 王寒蕾  

 女の子向けの小さい店でかわいい人形、鮮やかなヘアピンが売られている。そのような店の中で小さ

い猫のようなおもちゃがよく見かけられる。その猫はすわって片方の前足を挙げて人を招く姿をして

いる。名前は招き猫である。普通は商売繁盛の縁起物とされている。猫の色は白や赤、黒色の他に、

ピンクや青、金色のものもあり、色によって意味が違う。金色の招き猫は財源が豊かになることを祝福するの

に対して、白いのは幸運の象徴とされ、赤いのは病除けの意味を持ち、黒い招き猫は魔除けの意味を持ち、ピ

ンクのは恋愛が円滑になることを祝福し、青いのは交通安全を祝福する意味を持っている。近年中国で「招き

猫」ブームが起きている。店やレストランの入り口などに招き猫がよく置かれている。招き猫の首飾り、招き

猫のブレスレット、招き猫の携帯飾り、そのようなものがいろいろある。その猫は非常に人気がある。周りの

多くの友達たちは招き猫の飾り物を買っている。招き猫が好きなため、この猫が代表する文化についても興味

を持つようになった人が少なくない。 

中国にも福の神があるが、どうして若者が招き猫を好きになったのだろうか。その理由は簡単だ。自国の

福の神を身につけるのは俗っぽいと思っているからだ。外国の福の神なら、そのような感じがしない。人間

はみな幸福になるために一生げんめい努力する。しかし、この世界は自分で支配できないことが多いから、

超自然の力に頼ってしまう。 

中国では日本の福の神が流行っている。それは偶然なことだろうか。 

実はこの世界に偶然がない。日本の招き猫が中国で人気があるのも偶然ではない。１９６０年代から、日

本は製造技術が進み、だんだん先進国になった。その大発展の日本は商品を輸出するだけではなく、自分の

文化も輸出している。経済力が強い国になってはじめて文化力が強い国になることができる。招き猫はその

一例だ。 

日本は独特な文化を持ち、特に伝説と昔話が豊富な国である。桃太郎、雪女、河童は全部日本の昔話の中

のキャラクターだ。日本の歴史と神話は絡み合っている。日本人は、太陽の下にあるすべてのものに魂や神

をが宿っていることを信じている。日本の伝説の神は世界で最も多いといわれている。そして、それぞれの

神は独特のキャラクターがあり、人間のような喜怒哀楽などの感情も持っている。 

そして、日本文化と中国文化は東洋文化の一部のため、共通点が多いから、理解しやすくて受け入れやす

い。昔から、中日の文化交流が盛んだった。文化だけでなく、日本の伝統食品もずっと以前から中国に輸入

されていた。日本は海の国だから、水産品も多く、日本風の食べ物が中国でよく見かけられる。すしとたこ

焼きの好きな中国人が多い。食品の輸入に従って、食べ物に関する新しい言葉も中国に輸入された。弁当と

いう言葉は中国でよく使われている。中日の文化交流はますます盛んになり、日常生活においても随所にそ

の文化交流の成果が見られるようになった。 



文化の多様性は創造の源泉である。そのために、世界的な文化交流をすることが必要だ。中国は自分の文

化を発展させるために、積極的に日本の文化を輸入している。中日の文化交流の発展に関して、中国の政府

はだんだん主導的な役割を果たしていくだろう。２００７年から、中国のテレビ放送局は再び日本のドラマ

を輸入した。日本の新しいドラマ、アニメも中国の観衆にテレビでみられるがゆえ、日本の生活の仕方と習

慣が理解しやすくなっている。中日の人民の相互理解にも役に立つと思う。文化は世界の財産として相続で

きる。 

現在中日の交流は勢い盛んになってきた。中日の関係は今やお互いに相手の発展を支えあう新たな段階に

入った。招き猫のような文化のメッセンジャーはもっと活躍するに違いない。私たちの周りの日本のエレメ

ントは今後もだんだん増えていくだろう。それらを見ること、それらに触れること、また、それらを使うこ

とにより、日本の魅力を感じ取ることができる。日本に対するわれわれの理解も一層深まるに違いない。 

 

 


